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Fig. 1 (a) LPSO相原子配列(STEMHAADF 像)．(b) LPSO 相の圧縮により導入される楔状変形帯(OM 像)．(c) 変形帯形成に

よる結晶回転を示す SEMEBSD 像．(d)(f) 他材料でも見られる類似の変形帯(OM 像)(d) 亜鉛単結晶，(e) 白雲母，

(f) 黒雲母．(g) 底面転位の自己配列によるキンク変形帯形成モデル．
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(b)CTEM による材料組織解析

Mg 基 LPSO 相をはじめとする種々の異方性材料に見られる

特異な変形帯形成
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近年，航空機等への適応を目指した新たな軽量高強度 Mg
材料として，濃度変調と構造変調が同期した特異な構造を有

する長周期積層(Longperiod stacking ordered: LPSO)相

(Fig. 1(a))を含有する，Mg/LPSO 複相合金が注目されて

いる．本合金の強化機構を解明すべく，結晶方位制御した

LPSO 相単相結晶の作製法を確立することで LPSO 相自身

の塑性挙動解明を目指した検討が進められている(1)．

この結果，LPSO 相は主に Mg と共通する(0001)〈112̃0〉
底面すべりの活動により変形することが見出された．しかし

一方で，底面に平行方向より応力負荷された際には，Fig. 1
(b)に示す特異な変形帯が形成されることを世界で初めて見

出した．この変形帯形成の起源を明らかにすべく，Fig. 1
(c)に示すような SEMEBSD 法を用いた変形帯形成に伴う

結晶方位変化の解析(2)を進めている．さらにこれに加え，亜

鉛，白雲母，黒雲母といった，活動すべり系が限定される他

の異方的結晶構造を有する材料に着目し，その変形組織との

比較検討を進めている(順に，Fig. 1(d)(f)に対応)．

この結果，形成される変形帯では結晶回転角，回転軸が

LPSO 相，亜鉛中にて高い任意性を有する，という特徴が見

出され，変形帯が Fig. 1(g)に示すような，各結晶内で活動

可能な単一すべり転位の再配列に由来する，「キンク変形帯」

であることが示唆された．

キンク変形機構は1940年代より Zn 単結晶等の変形を想定

し提案されている(3)ものの，実験的解析，実証はこれまでほ

とんどなされていなかった．本研究等を通じ，キンク変形帯

形成は異方性材料における新たな変形モードの一つと成り得

るものであることが示唆され，その結晶学的特徴，変形双晶

との相違性等に関する議論が現在急速に進みつつある(2)(4)．

シンクロ型 LPSO 構造に代表される，結晶構造の異方性と

キンク変形発現との相関，その支配因子，力学特性との相関

が解明されつつある．
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